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マガレイ稚魚の成長に及ぼす給餌間隔の影響

佐藤敦一，杉本 卓

マガレイから分離された Aeromonas salmonicida 様

細菌の異体類への病原性について

伊藤慎悟，三浦宏紀，佐藤敦一

本試験では，種苗生産されたマガレイ稚魚（平均全長

１０２．６�）を用いて給餌間隔と成長との関係について把

握することを目的として，毎日給餌区（Ａ区），１日置

き給餌区（Ｂ区），２日置き給餌区（Ｃ区）の計３区に

給餌間隔を設定し，マガレイ稚魚の成長，飼料転換効率

（総増重量／推定総摂餌量），給餌ごとの摂餌量，絶食

に伴う体重減少率について比較検討を行った。

終了時の全長，体重は，Ａ区とＢ区では差が認められ

なかったが，Ｃ区はＡ区およびＢ区より劣った。飼料転

換効率は，Ｃ区が最も高く，Ｂ区が続き，Ａ区が最も低

くなった。給餌ごとの摂餌量は，Ｂ区およびＣ区がＡ区

より多くなる傾向が見られた。絶食に伴う体重の減少率

は，Ｂ区およびＣ区がＡ区より低かった。

これらのことから，給餌間隔を１日置きにしても毎日

給餌する場合と同様に成長し，総給餌量も２５％低減さ

れ，マガレイ稚魚飼育における１日置き給餌の有効性が

確認された。

マガレイ病魚から A.salmonicida sub. salmonicida に

近い菌が分離された。この菌でマガレイ稚魚に感染試験

をおこなったところ，強い病原性が確認された。次にヒ

ラメ稚魚，マツカワ１歳魚各１０尾に対し感染試験をおこ

なった。ヒラメでは１０７CFU／尾接種区で１０尾が，１０５CFU

／尾接種区で４尾が死亡したが，１０３CFU／尾接種区で死

亡しなかった。また，マツカワでは１０７CFU／尾で８尾死

亡したが，１０５CFU／尾以下では死亡しなかった。以上の

結果から本試験に使用した株はマガレイだけではなく，

ヒラメ，マツカワにも感染し発症する可能性が示唆され

た。

A３７２ 北水試研報 ６６ １－５ ２００４ A３７３ 北水試研報 ６６ ７－１０ ２００４

マツカワ若齢魚の耳石輪紋の年齢形質としての有効性（短報）

高谷義幸，松田泰平，吉田秀嗣

キヒトデによるヒモマキバイとアヤボラの捕食について（短報）

秦 安史，高島国男，町口祐二

北海道えりも岬以西海域で漁獲されたマツカワ１，１２７

個体を用いて耳石輪紋の観察を行った。その結果，耳石

の不透明帯は年１回，６～７月を中心に形成されること

から，輪紋数の計数により年齢の算定が可能であった。

また，外部標識が残存していた個体を用いて，これらの

標識履歴から確定した年齢と耳石輪紋数から推定した年

齢を比較した場合，２歳魚までは９０％以上，３歳魚でも

８０％以上の適合率であった。これらのことから，マツカ

ワにおいては，不透明帯の数を計数することで年齢の査

定が可能であると判断された。

キヒトデによるヒモマキバイとアヤボラの捕食を検証

するために，水槽内でキヒトデとヒモマキバイ，アヤボ

ラを４４日間，濾過海水かけ流し条件下で飼育した。その

結果，飼育期間中，キヒトデはヒモマキバイとアヤボラ

を捕食することはなかった。

A３７４ 北水試研報 ６６ １１－１３ ２００４ A３７５ 北水試研報 ６６ １５－１７ ２００４
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